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草壁霊聾覇
陸上自衛隊では、 8月中
の実弾射撃をつぎのとお
り行ないます。
実施場所=池田射撃場
実施日程=12日--17日
19日--24日
26日--31日

口昭和33年4月22日第三種郵便物認可口毎月3回1日・10日・20日発行口定価1部5円
口発行所大村市役所口編集人総務課長菊池綱昌口印刷所 隆文社印刷所

ちょっとした注意が

水の事故をしめだ

します

海水浴、水遊びのνーズシがやってきました

毎年水による犠性者があとをたちませんが、

そのほとんどが子供です。

水の事故はちょっとした注意で防ぐことがで

きます。ぜひつぎのことを守りましょう。

[>子供だけで泳ぎにやらず、必ず大人がつきそ

うこと。

[>監視人がいる安全な場所で泳がせること。

[>急に飛びこまず、準備運動をじゅうぶんする

一一・ビニール製品の空気もれにご用心一一圃

ビニーノレ製の浮き輪やボート は救命具ではあり

ません。いちばん心配なのは空気もれです。

砂浜や川原などで引きずると傷がつき、知らず

に乗って悲しい結果をまねきます。

こと。

じ>食後、ひどい空腹時や、っかれているときは

泳がないこと。また、つかれるまで泳がない

こと。

じ>流れの急なところや水の冷たいところでは泳

がないこと。

ビニーノレ製の水遊び道具の寿命は 1年と思って

ください。

U 

ハ
乙
乙
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

O 
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O
墓
地
や
、
そ
の
周
辺
の
草

む
ら
，
な
ど
を
良
く
掃
除
し

て
蚊
の
住
み
家
を
な
く
す

以
上
の
こ
と
は
、
一

人

一

と
く
に
墓
地
は
、
供
え
水

人
が
実
行
し
て
も
効
果
は
あ

や
花
立

の

水

な

ど

が

や

ぷ

蚊

り

ま
せ
ん
。
地
区
の
衛
生
組

類
の
有
力
な
発
生

r
-
}
E
-
z
‘
t

織
な
ど
で
こ
れ
ら

源
と
な

っ
て
お
り

-
申
拘

O
主お
h
d

・

の

こ

と

を

よ

く

話

ま
す
。

墓
地
周
辺

塞

也

D
Kま
き

九

、

こ

し
合
ぃ
、
皆
ん
な

の
家
で
は
昼
間
で

喜

由

G
3
f
i
-
-
C
4
4
L
{

の
協
力
で

一
斉
に

も
窓
を
あ
げ
ら
れ
ず
、
夕

涼

実

施

し

ま

し

ょ

う

。

み
も
で
き
な
い
状
態
で
、
ま

な

お

、
一

斉
定
期
駆
除
に

た
、
墓
地
周
辺
の

学

校

で

は

必

要

な

薬

剤

は

市

が

無

料

で

児
童
が
や
ぷ
蚊
に
刺
さ
れ
、

差
上
げ
ま
す。

代
表
者
が
印

傷
口
が
化
膿

し

発

熱

し

た

例

鑑

持

参

の

う

え

衛

生

課

ま

で

も
あ
り
ま
す
。

お
い
で
く
だ
さ
い
い
。

(2) 

本
格
的
夏
の
訪
れ
と
と
も

に
、
蚊
や
ハ

エ
な
ど
衛
生
害

虫
の
発
生
が
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
。

り大村市政だよ

お
し
ら
せ

大
村
市
美
術
展
開
く

第
八
回
大
村
市
美
術
展
覧

会
を
つ

ぎ
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
す
。

私
た
ち
市
民
の
美
術
展
で

す。

市
民
文
化
向
上
の
た
め

お
盆
が
ち
か
ず
い
て
お
り

ま
す
が
、
お
た
が
い
に
つ
ぎ

の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

O
供
え
水
は
、
お
参
り
が
す

ん
だ
ら
必
ず
捨
て
、
茶
わ

ん
類
は
ふ
せ
て
お
〈
。

O
お
供
え
の
花
な
ど
は
、
花

筒
利
用
を
や
め
、
造
花
や

四
季
の
花
な
ど
を
植
え
込

む。
O
定
期
的

に
ボ
i
プ
ラ
の
駆

除
を

一
斉
に
行
な
う
。

コ
!
ナ

i

申
込

9
月
初
固
ま
で

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

マ
会

期

九

月
二
十
七
日

か

ら
九
月
三
十
日
ま
で

(
四

日
間
)

マ
会
場

大
村
市
民
会
舘

マ
出
品
資
格

①
大
村
市
在
住
者

一
般
(
小

中
学
生
を
除
く
)

②
職
場
が
大
村
市
に
あ
る
通

勤
者

マ
出
品
作
品
部
門

第

一
部

洋

画

の

部

第
二
部
日
本
画
の
部

第
三
部
南
画
の
部

第
四
部

書

道

の

部

第
五
部

写

真

の

部

第
六
部
商
業
美
術
の
部

第
七
部

彫
塑
工
芸
の
部

7 I 

き
せ
つ
の
わ
だ
い

~
夏
か
ら
秋
の
ダ
リ
ヤ

一

暑
苦
し
い
今
日
こ

の
ご
ろ

一
に
花
の
わ
だ
い
を

一
つ。

一

ダ
リ
ヤ
は
夏
か
ら
初
秋
に

…
か
け
て
咲
く
J

巨
大
輪
も
あ

一
り
五
セ
ン
チ
程
度
の
も
の
も

一
あ
り
、
花
型
も
微
妙
で
色
も

ん
豊
か
で
す
。
ダ
リ
ヤ
は
も
と

一
は
メ
キ
ジ

ゴ
の
高
原
地
帯
の

一
も
の
で
、
十
八
世
紀
に
ス
ぺ

↑
イ
シ
の
植
物
園
に
そ
の
種
子

第
八
部
版
画
の
部

マ
出
品
作
品
制
限

自
作
未
発
表
の
も
の
三
点

以
内

マ
出
品
申
込
期
日

九
月
二
十
日
(
目
録
を
作

成
し
ま
す
の
で
期
日
厳
守

の
こ
と
)
午
後
五
時
ま
で

マ
出
品
手
数
料
二

百
円

な
お
、
く
わ
し
い

こ
と
は

市
美
術
展
事
務
局
(
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
)
へ
お
た
ー

ず
ね
く
だ
さ
い
。

が
送
ら
れ
園
芸
植
物
の
第

一

三
年
で
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
は
い

一

歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
で
す

っ
て
い
ま
す
。
当
時
、
こ
れ

一

ダ
リ
ヤ
の
名
は
ス

ペ
イ
を
『
て
ん
じ
く
ぼ
た
ん
』

と
~

ン
・

マ
ド
リ
i
ド
の
植
物
園

呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
明
治

一

の
園
長
カ
パ

i
ニ
l
ル
氏
が
中
期
に
ど
う
も
こ
の
名
で
は

一

ス
ヲ
ェ

!
デ
シ
の
植
物
学
者
ヤ
ボ
ッ
タ
イ
と
い
う
こ
と
で

↑

ア
ン
ド
レ
ア
ス

・
ダ
l
ル
氏

ダ
リ
ヤ
と
本
名
を
呼
ぶ
こ

と
一

の
名
に
ち
な
ん
で
名
付
け
た
に
な

っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い

一

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
ま
す
。

-

か
ら
、
ダ
リ
ヤ
は
世
界
中

ど

花

こ

と

ば

は

、
変
種
の
で

…

こ
で
も
そ
の
名
は
通
用
し
て
き
や
す
い
こ

と
か
ら
移
り
気

一

い

ま

す

。

優

雅

と
威
厳
、
華
麗
な
ど
を

一

日
本
へ
の
輸
入
は
天
保
十

あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

~

八
月
十
五
日
は

全
国
戦
没
者
追
悼
式
…

半
旗
を
か
か
げ

正
午
に
は
も
く
と
う
を

八
月
十

E
日
は
終
戦
の

日

で
す
。
平
和
の
礎
と
な
ら
れ

た
戦
争
に
よ
る
犠
性
者
に
た

い
し
追
悼
の
ま
こ
と
を
さ
さ

げ
る
た
め
、
全
国
戦
没
者
追

悼
式
が
東
京
の
日
本
武
道
舘

で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
や
家
庭
に
お
い

て
半
旗
を
か
か
げ
、
正
午
に

は
サ
イ
レ
ン
を

一
分
間
鳴
ら

し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
合
図

に
一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ

げ
ま
し
ょ
う
。

.4、



ピ

裁判所が仮庁舎に移転

します

庁舎改築のため、つぎ

のとお り仮庁舎に移転し

8月20日から執務しますO

c>仮庁舎所在地

久原郷1番地(旧玖島

中大村校舎跡〉

[>電話3501番

なお、業務内容はつぎ

のとおり です。

長崎地方裁判所大村支部

長崎家庭裁判所大村支部

大 村簡易 裁判所

マ
対
象

現
に
農
業
に
従
事

し
て
い
る
人
お
よ
び
園
芸

に
関
心
の
あ
る
一
般
人。

マ
申

込

方

法

八

月
二
十
日

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
に

よ
り
大
村
園
芸
高
校
開
放

講
座
係
へ

申
し
込
む
こ
と

な
お
、
く
わ
し
い

こ
と
は

大
村
園
芸
高
校
へ
お
た
づ
ね

く
だ
さ
い
。

昭和43年8月10日

国体を県民運動として推進しよう

長崎国体を県民運動として推進するため

8月2日県民運動推進キャラパン隊が大村市

を訪ずれ、市長に長崎県知事のメッセージ

が渡されました。

なお、夜は市民会舘で長崎国体音頭大会

が行なわれましたが、入賞団体はつぎのと

おりでした。

①中央婦人会A ②鈴田婦人会、三城婦人

会、中央婦人会B

写真=メッセージをうける助役

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

マ
期

間

八

月
二
十
六
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で

九

月

七
日
か
ら
八
日
ま
で

九

月
二
十
一
日

か
ら
二
十
二

日
ま
で

マ
時

間

午

前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で

園
芸
講
座
の
お
し
ら
せ

県
立
大
村
園
芸
高
校
で
は

校
内
施
設
を
開
放
し
、
園
芸

に
重
点
を
お

い
た
新
知
識
と

技
術
の
講
座
を
つ
ぎ
の
と
お

り
開
き
ま
す
。

交
通
事
故
の
巡
回
相
談

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は

八
月
の
事
故
相
談
を
つ
ぎ
の

と
お
り
お
こ

な
い
ま
す
。

相
談
に

は
、
専
門
の
相
談

員
が
応
じ
ま
す
の
で
、
交
通

事
故
で
お

こ
ま
り
の
人
は
ご

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い

マ
日
時

八
月
十
九
日

午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

諌
早
市
役
所
会
議

室

遊
園
地

な
お
、
八
月
十
八
日

は
市

民
会
舘
|
駅
通
り
l
i
本

町

|

会
場
ま
で
道
行
青
踊
り
が
あ

り
ま
す
。

重
婦
人
会

二

千

円

ム

某

氏

雑
誌
五
十

二

冊

ヘ

故

小
佐
々
ム
ラ
六
百
三
十
円

ム
下
諏
訪
志
田
広
二

画
報

四
冊

ム

某

氏

雑

誌

三
十

一
冊

A
池
田
住
宅
九
区
吉

田

正

夫

ブ

ラ

ッ
ν
l
四
ダ

ー
ス
企
古
町
住
宅
渡
辺
豊

太

老

人

新

聞

〈

熊

本
短

期
大
学

千

円

ム

鈴

田

中

里
郷
永
田
保
治

桃
三
十
六

個

A
大
村
駅
通
田
島
吉
美

浪
曲
大
会
招
待
ム
大
村

高
校
家
庭
科
二
年
生
百
名

西
瓜
三
十
五
キ
ロ
、
歌
、

踊

り

みんなうけよう
3才児健康診査

ことしの3才児健康診査をつぎのとおり
に行ないますので該当者はもれなく受診し

てくださいo S5宇プ7.~'r: 
[>検診該当者昭和39年8月1日から40年
7月31日までに生れた者
b検診内容 ①発育状態、栄養の良否、疾
病の有無などの診断 ②歯科検査 ③精

神発達の検査 ④食欲不振および諸種習

癖の相談など

』ー ' 場 所 |

鈴 田出 張 所 !

三 浦 幼稚園 |

福重出張所 i
松原公民館 |

竹松本町公民館 | 

萱瀬 出張所 |

諏訪 公民 館 |

古町公民館 i
大村保健所

直 30BI市役所 I930'"'-'15.00
i9月2日|松並公民館 I9.30-15.00 
8月上旬号掲載の鈴田出張所分の時間が誤って
おりましたので上記のとおり訂正しすま。

時間

9.30'"'-'11.00 
13.30-....]5.0。
9.30'"'-'11.00 
13.30-15.0。
9，30"，-，15.00 

9.30-11.0。
13.30'"'-'i5.0。
9.30~15.0。

大村市政だよ

清
和
園
に
寄
附

マ
場
所

A
某

氏

雑

誌

二

十

一

冊

ム
東
京
都
千
代
田
区
日
本
民

生
文
化
協
会
レ
コ
ー
ド
二

枚

ム

大

村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ

ブ

木

炭

十

八

俵

ム

某

氏

雑

誌
五
十
五
冊

A
大

村
市
ア
ー
ケ
ー
ド
街
山
本
ジ

ユ

シ

草

履

十

九

足

ふ

福

納
涼
盆
お
ど
り

マ
日

時

八

月

十
八
日
、
十

九

日

午

後

八

時
か
ら
十

時
ま
で

マ
場
所
伊
勢
町
中
央
子
供

(3) 
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九
月
は
選
挙
人
名
簿
の
登
録
月

新
成
人
者

転

入

者

(4) り

選
挙
人
名
簿
に
新
た
に
追

加
登
録
す
る
登
録
月
が
せ
ま

っ
て
き
ま
し
介
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
人
で
ま
だ は

い
ま
す
ぐ
申
出
を

申
出
を
し
た
人
の
う
ち
、

九
月
一
日
現
在
で
資
格
要
件

が
備
わ
っ
て
い
る
人
は
九
月

二
十
日
に
選
挙
人
名
簿
に
追

加
登
録
し
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
出
を

す
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
九

月
二
日
(
月
曜
日
)
ま
で
に

申
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
新
た
に
満
二
十
才
に
な
っ

た
人
〈
満
二
十
才
に
な
っ

た
日
か
ら
手
続
が
で
き
ま

す
)

②
新
た
に
大
村
市
に
転
入
し

た
人
(
前
住
所
地
の
市
区

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
が

発
行
す
る
登
録
ま
た
は
未

登
録
証
明
書
を
添
付
す
る

こ
と
)

③
登
録
も
れ
の
人
(
永
年
大

団
体
、

P
T
A
、
青
年
団
、

8
時
間
を
大
切
に
す
る
運
動

公
民
舘
な
ど
組
織
的
な
活
動

9
郷
土
を
知
る
運
動

が
必
要
で
す

o

m

健
康
を
の
ば
す
運
動

現
在
H

県
民
運
動
H

を
民

ま
た
長
崎
国
体
を
大
き
く
盛
間
運
動
と
し
て
す
す
め
る
た

り
あ
げ
成
功
さ
せ
る
一
番
の
め
、
長
崎
国
体
県
民
運
動
推
写
真
H

ま
ち
を
き
れ
い
に
す

力

が

県

民

運

動

だ

と

い

え

る

進

協

議

会

を

つ

く

り

、

長

崎

る

運

動

で

し

ょ

う

。

国

体

を

契

機

に

花

を

咲

か

せ

県
民
運
動
は
私
た
ち
が
、
ょ
う
と
県
民
運
動
一

O
の
実

い
つ
で
も
ど
ご
で
も
で
き
る
践
項
目
を
決
め
て
い
ま
す
。

生
活
運
動
の
一
つ
で
す
。
私
県
民
運
動
一

0
項
目

た
ち
の
力
で
私
た
ち
の
生
活

1
親
切
に
す
る
運
動

環
境
を
よ
く
し
、
明
る
く
す

2
道
路
や
ま
ち
を
き
れ
い
に

み
よ
い
社
会
を
つ

く
る

た

め

す

る

運

動

に
家
族
や
、
地
域
、
職
場
な

3
み
ど
り
と
花
い
っ
ぱ
い
運

ど
の
生
活
の
な
か
で
、
自
主
動

的
に
行
な
わ
れ
る
活
動
の
こ

4
楽
し
〈
買
物
が
で
き
る
運

と
を
ま
と
め
て
一
口
に
M

県

動

民
運
動
H

と
呼
ん
で
い
ま
す

5
事
故
を
な
く
す
運
動

し
か
し
、
そ
の
効
果
を
よ

6
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
運
動

り
高
め
る
た
め
に
は
、
婦
人

7
み
ん
な
で
歌
う
運
動

昭和43年8月10日

長
崎
国
体
と
県
民
運
動

国
体
は
、
単
な
る
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
で
は
な
く
、
本
県

に
と
っ
て
は
、
伸
び
ゆ
く
長

崎
県
の
姿
を
全
国
に
誇
示
す

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

"
こ
の
た
め
、
県
民
み
ん
な

何
が
な
ん
ら
か
の
型
で
国
体
に

w

参
加
し
、
こ
の
国
体
を
機
会

小
に
し
て
県
民
ひ
と
り
ひ
と
り

刊
の
心
の
中
に
、
明
朗
、
積
極

的
創
造
の
精
神
に
満
ち
あ
ふ
れ

m

た
新
ら
し
い
県
民
性
を
育
て

w

る
機
会
に
し
た
い
も
の
で
す

m

こ
の
意
味
か
ら
、
長
崎
国

叩
体
は
県
民
運
動
を
大
き
く
伸

m

ば
す
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、

① 

村
市
に
住
ん
で
い
る
満
二

十
才
以
上
の
人
)

登
録
申
出
の
受
付
は
、
市

民
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
執

務
時
間
中
い
つ
で
も
お
こ
な

っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
つ
ぎ
の
追
加
登
録

は
十
二
月
一
日
現
在
で
行
な

い
ま
す
が
、
こ
の
追
加
名
簿

は
、
十
二
月
九
日
に
任
期
満

了
す
る
市
長
選
挙
に
は
使
用

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
点
は
選
管
事

務
局
に
お
た
ず
ね
の
う
え
、

資
格
が
あ
る
人
は
か
な
ら
ず

九
月
二
日
ま
で
に
手
続
き
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

j農:
j事 j

道路を広く美しく

-8月は道路を守る期間です一

8月1日から 8月31日まで道路をまもる月間が全国一斉

か
げ
ぎ
り
の
時
季
で
す

農
家
で
は
、
水
稲
な
ど
夏

作
の
植
つ
け
も
お
わ
り
、
生

産
管
理
に
努
力
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
田
畑
、
農
道
な

ど
に
枝
葉
が
さ
し
か
か
り
、

生
育
、
運
搬
な
ど
お
お
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ん
な
と
き
は
、
地
域
内

t 
~ 

に行なわれております。道路は広くそして美しく安全に使

用するよう、おたカ:いに心がけましょう。

の
慣
行
に
よ
っ
て
か
げ
ぎ
り

を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

か
げ
ぎ
り
は
、
部
落
内
の

自
主
的
な
共
同
作
業
で
す
か

ら
、
き
り
と
り
に
さ
い
し
て
。

は
と
く
に
紛
争
な
ど
が
お
こ

ら
な
い
よ
う
全
員
が
参
加
し

て
く
だ
-さ
い
。

ヘ!


